
不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２5 年   

令和 7 年 乙巳  

2 月   日   

仏滅 婁    

旧 1 月４日   

土曜    1 

寿
量
品
で
本
仏
釈
尊
の
寿
命
が
久
遠
で
あ
る
こ
と
を
聞

い
た
菩
薩
や
衆
生
が
得
る
功
徳
を
十
二
段
階
に
分
別(

分

類)
し
た
こ
と
を｢

本
門
の
法
身
の
授
記｣

と
い
い
ま
す
。 

迹
門
（
法
華
経
前
半
）
の
授
記
は
、
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗

が
菩
薩
と
同
様
に
成
仏
す
る
こ
と
を
認
め
た
未
来
の
成

仏
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
門
の
授
記
は
仏
の
久
遠
を
聞

い
て
、
弟
子
も
ま
た
久
遠
の
寿
命
の
中
で
未
来
に
向
け
て

成
仏
の
段
階
を
昇
っ
て
い
く
と
い
う
事
実
の
利
益
を
指

し
て
い
ま
す
。 

   

本
門
の
法
身
の
授
記 

 

 

「
本
仏
の
寿
命
が
久
遠
で
あ
る
と
聞
い
た
菩
薩
へ
の
授
記
」 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

 

ほ
ん 

も
ん 

 
 

 

ほ
っ
し
ん 

 
 

 
 

じ
ゅ 

き 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

日   

 大安 胃    

旧 1 月 5 日   

日曜    2 

法
身
の
授
記
の
一
つ
目
。 

｢
無
生｣

は
生
死
の
縛
り
を
離
れ
る
こ
と
、｢

忍｣

は
続
く
こ

と
、｢
無
生
法
忍｣

は
生
死
を
離
れ
た
心
持
ち
を
持
ち
続
け

る
こ
と
、｢

生
死｣

と
は
、
生
き
る
こ
と
死
ぬ
こ
と
を
含
め

た
人
生
の
変
化
す
べ
て
を
指
し
ま
す
。 

本
仏
の
寿
命
が
久
遠
で
あ
る
こ
と
を
聞
い
た
ガ
ン
ジ
ス

川
の
砂
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
衆
生
が
、
人
生
の
利
害
損
得
・

栄
枯
盛
衰
の
変
化
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
仏
道
修

行
に
励
み
続
け
る
力
を
得
た
と
い
う
の
で
す
。 

   

得
無
生
法
忍 

 

 

「
人
生
の
変
化
に
振
り
回
さ
れ
ず
励
む
力
を
得
る
」 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

  

と
く 

 

む 

し
ょ
う
ぼ
う 

に
ん 

 

２０２5 年   

令和 7 年 乙巳  

2 月   

  節分    



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

2 月   日   

 赤口 昴    

旧 1 月 6 日   

月曜    3  
法
身
の
授
記
の
二
つ
目
。 

｢
聞
持｣

と
は
仏
の
教
え
を
よ
く
聞
い
て
保
つ
こ
と
。 

｢
陀
羅
尼｣

と
は
善
を
持
ち
悪
を
止
め
る
力
の
こ
と
。 

善
と
は
不
完
全
な
状
態
か
ら
完
全
な
状
態
に
向
か
う
こ

と
、
悪
と
は
い
い
加
減
な
所
で
と
ど
ま
る
こ
と
。 

本
仏
の
寿
命
が
久
遠
で
あ
る
こ
と
を
聞
い
た
ガ
ン
ジ
ス

川
の
砂
の
千
倍
ほ
ど
の
衆
生
が
、
自
分
だ
け
で
は
な
く
、

他
者
に
も
説
き
勧
め
て
善
を
保
た
せ
、
悪
を
止
め
る
門
に

入
る
よ
う
に
努
め
る
力
を
得
た
と
い
う
の
で
す
。 

  
 

 

得
聞
持
陀
羅
尼
門 

 

「
善
を
持
ち
悪
を
止
め
る
力
を
得
る
」 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

  

と
く 

も
ん 

じ 
 

だ 
 

ら 
 

に 
 

も
ん 

 

 立春  



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２5 年   

令和 7 年 乙巳 

2 月   日   

 先勝 畢    

旧 1 月 7 日   

火曜    4  
法
身
の
授
記
の
三
つ
目
。 

｢
楽
説｣

と
は
喜
ん
で
法
を
説
く
こ
と
、｢

無
礙｣

と
は
い

か
な
る
迫
害
に
も
負
け
な
い
こ
と
。 

正
し
い
法
を
説
い
て
も
感
心
し
て
聞
い
て
く
れ
る
人
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

本
仏
の
寿
命
が
久
遠
で
あ
る
こ
と
を
聞
い
た
須
弥
山
を

中
心
に
四
州
八
海
の
一
世
界
を
擦
り
つ
ぶ
し
た
塵
ほ
ど

の
衆
生
が
、
石
を
投
げ
つ
け
ら
れ
て
も
喜
ん
で
法
を
説

く
力
を
得
た
と
い
う
の
で
す
。 

   

得
楽
説
無
礙
弁
才 

 

「
迫
害
に
負
け
づ
喜
ん
で
法
説
く
力
を
得
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

  

と
く 

ぎ
ょ
う
せ
つ 

む 
 

げ 
 

べ
ん 

ざ
い 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

2 月   日   

 友引 觜    

旧 1 月８日   

水曜    5  
法
身
の
授
記
の
四
つ
目
。 

｢
旋｣

と
は
め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
、｢

陀
羅
尼｣

と
は
善
を
持

ち
悪
を
止
め
る
力
の
こ
と
。 

百
千
万
億
人
以
上
の
無
量
の
人
々
に
、
次
か
ら
次
へ
と

「
陀
羅
尼
」
を
伝
え
る
た
め
に
は
、
真
剣
に
聞
く
人
と
つ

な
が
り
続
け
る
縁
も
必
要
で
す
。 

そ
の
最
初
の
一
人
に
な
る
根
本
の
力
を
、
須
弥
山
を
中

心
に
四
州
八
海
の
一
世
界
を
擦
り
つ
ぶ
し
た
塵
ほ
ど
の

衆
生
が
得
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

   

得
百
千
万
億 

無
量
旋
陀
羅
尼 

  

「
無
量
の
人
々
に
陀
羅
尼
を
伝
え
る
力
を
得
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

  

と
く
ひ
ゃ
く
せ
ん
ま
ん
の
く 
 

む
り
ょ
う 

せ
ん
だ 

ら 

に 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

2 月   日   

   先負 参    

旧 1 月９日   

木曜    6  
法
身
の
授
記
の
五
つ
目
。 

｢
不
退
転｣

は
ど
ん
な
障
害
が
あ
っ
て
も
く
じ
け
な
い
心
。 

｢
法
輪｣

は
車
輪
が
回
り
続
け
る
よ
う
に
教
え
を
世
に
弘

め
る
こ
と
。 

教
え
を
聞
い
て
満
足
す
る
者
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

迷
い
の
深
い
者
や
誤
っ
た
考
え
方
を
し
て
い
る
者
が
迫

害
を
加
え
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

三
千
大
千
世
界
を
擦
り
つ
ぶ
し
て
塵
に
し
た
数
ほ
ど
の

衆
生
が｢

不
退
転
法
輪｣
の
能
力
を
得
た
の
で
す
。 

   

能
不
退
転
法
輪 

 

「
ど
ん
な
障
害
が
あ
っ
て
も
教
え
を
弘
め
る
力
を
得
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

  

の
う 

ふ 
 

た
い 

て
ん 

ほ
う 

り
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳 

2 月   日   

 仏滅 井    

旧 1 月 10 日   

金曜    7  
法
身
の
授
記
の
六
つ
目
。 

｢
清
浄｣

と
は
報
い
を
求
め
な
い
心
。 

｢
清
浄
法
輪｣

と
は
名
声
や
金
品
、
感
謝
な
ど
の
見
返
り

を
求
め
ず
に
、
教
え
を
世
に
説
き
続
け
る
こ
と
で
す
。 

教
え
を
弘
め
る
こ
と
は
仏
さ
ま
の
恩
に
報
い
る
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
を
喜
び
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
自
分

へ
の
報
い
を
欲
す
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。 

二
千
の
中
千
世
界
を
擦
り
つ
ぶ
し
て
塵
に
し
た
数
ほ
ど

の
衆
生
が｢

清
浄
法
輪｣
の
能
力
を
得
た
の
で
す
。 

    

能
清
浄
法
輪 

 

「
報
い
を
求
め
な
い
心
で
説
き
続
け
る
力
を
得
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

  

の
う 

し
ょ
う
じ
ょ
う
ほ
う
り
ん 

 
 

 

げ 



不変山 永寿院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

爾
時
大
会
。
聞
仏
説
寿
命
劫
数
。
長
遠
如
是
。
無
量
無
辺
。
阿
僧
祇
衆
生
。
得
大
饒
益
。
於
時

世
尊
。
告
弥
勒
菩
薩
摩
訶
薩
。
阿
逸
多
。
我
説
是
如
来
。
寿
命
長
遠
時
。
六
百
八
十
万
億
。
那

由
佗
。
恒
河
沙
衆
生
。
得
無
生
法
忍
。
復
有
千
倍
菩
薩
摩
訶
薩
。
得
聞
持
陀
羅
尼
門
。
復
有
一

世
界
。
微
塵
数
菩
薩
摩
訶
薩
。
得
楽
説
無
碍
弁
才
。
復
有
一
世
界
。
微
塵
数
菩
薩
摩
訶
薩
。
得

百
千
万
億
。
無
量
旋
陀
羅
尼
。
復
有
三
千
大
千
世
界
。
微
塵
数
菩
薩
摩
訶
薩
。
能
転
不
退
法
輪
。

復
有
二
千
中
国
土
。
微
塵
数
菩
薩
摩
訶
薩
。
能
転
清
浄
法
輪
。
復
有
小
千
国
土
。
微
塵
数
菩
薩

摩
訶
薩
。
八
生
当
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
復
有
四
四
天
下
。
微
塵
数
菩
薩
摩
訶
薩
四
生
当

得
。
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
復
有
三
四
天
下
。
微
塵
数
菩
薩
摩
訶
薩
。
三
生
当
得
阿
耨
多
羅

三
藐
三
菩
提
。
復
有
二
四
天
下
。
微
塵
数
菩
薩
摩
訶
薩
。
二
生
当
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。

復
有
一
四
天
下
。
微
塵
数
菩
薩
摩
訶
薩
。
一
生
当
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
復
有
八
世
界
。

微
塵
数
衆
生
。
皆
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
。
仏
説
是
諸
菩
薩
摩
訶
薩
。
得
大
法
利
時
。
於

虚
空
中
。
雨
曼
陀
羅
華
。
摩
訶
曼
陀
羅
華
。
以
散
無
量
。
百
千
万
億
。
宝
樹
下
。
師
子
座
上
諸

仏
。
竝
散
七
宝
塔
中
。
師
子
座
上
。
釈
迦
牟 

尼
仏
。
及
久
滅
度
。
多
宝
如
来
。
亦
散
一
切
。
諸
大
菩 

薩
。
及
四
部
衆
。
又
雨
細
抹
。
栴
檀
沈
水
香
等
。
於
虚 

空
中
。
天
鼓
自
鳴
。
妙
声
深
遠
。
又
雨
千
種
天
衣
。
垂 

諸
瓔
珞
。
真
珠
瓔
珞
。
摩
尼
珠
瓔
珞
。
如
意
珠
瓔
珞
。 

気
於
九
方
。
衆
宝
香
炉
。
焼
無
価
香
。
自
然
周
至
。
供 

養
大
会
。
一
一
仏
上
。
有
諸
菩
薩
。
執
持
旛
蓋
。
次
第 

而
上
。
至
于
梵
天
。
是
諸
菩
薩
。
以
妙
音
声
。
歌
無
量 

頌
。
讃
歎
諸
仏
。
爾
時
弥
勒
菩
薩
。
従
座
而
起
。
偏
袒 

右
肩
。
合
掌
向
仏
。
而
説
偈
言 

 

法華経 日めくり 令和７年（2025）2 月① 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳 

2 月   日   

 大安 鬼 

旧 1 月 11 日   

土曜    8

7  
法
身
の
授
記
の
七
つ
目
。｢

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提｣

と
は

仏
さ
ま
の
智
慧
を
得
て
悟
り
に
至
る
こ
と
。 

本
仏
釈
尊
が
久
遠
で
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
す
ぐ
に
悟
り

に
至
る
わ
け
で
は
な
く
、
一
歩
ず
つ
徐
々
に
仏
に
近
づ
い

て
い
く
た
め
に
、
私
た
ち
に
も
久
遠
の
時
間
が
与
え
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

一
つ
の
小
千
国
土
を
擦
り
つ
ぶ
し
た
数
の
衆
生
は
八
回

生
ま
れ
変
わ
っ
て｢
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提｣

を
得
ら
れ

る
と
い
う
の
で
す
。 

   

八
生
当
得 

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提 

 

「
八
回
生
ま
れ
変
わ
っ
て
悟
り
を
得
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

  

は
っ
し
ょ
う
と
う
と
く 

 

あ 

の
く 

た 

ら 

さ
ん
み
ゃ
く
さ
ん
ぼ
だ
い 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

2 月   日   

 赤口 柳 

旧 1 月 12 日   

日曜    9  
法
身
の
授
記
の
八
つ
目
か
ら
十
一
番
目
。 

何
度
も
生
ま
れ
変
わ
り
な
が
ら
悟
り
に
近
づ
い
て
い
く

こ
と
を
「
四
生
・
三
生
・
二
生
・
一
生
」
と
い
う
数
字
で

表
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
四
・
三
・
二
・
一
の
四
大
州(

須
弥

山
を
囲
む
山
海
の
四
方
に
あ
る
四
つ
の
大
陸)

を
擦
り
つ

ぶ
し
て
塵
に
し
た
衆
生
の
数
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

数
字
に
は
関
係
な
く
、
幾
度
も
生
ま
れ
変
わ
り
な
が
ら
、

様
々
な
善
行
と
苦
難
を
通
り
抜
け
る
中
で
も
変
わ
ら
ぬ

心
で
歩
む
こ
と
の
大
切
さ
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

  

四
生
当
得
・
三
生
当
得
・ 

二
生
当
得
・
一
生
当
得 

 

「
変
わ
ら
ぬ
心
で
悟
り
に
向
か
う
」 

 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

  

し
し
ょ
う
と
う
と
く 

 
 

さ
ん
し
ょ
う
と
う
と
く 

に
し
ょ
う
と
う
と
く 

 
 

い
っ
し
ょ
う
と
う
と
く 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

2 月   日   

 先勝 星    

旧 1 月 13 日   

月曜    10  
八
つ
の
世
界
を
擦
り
つ
ぶ
し
て
塵
に
し
た
数
の
衆
生
が

仏
さ
ま
の
悟
り
を
得
る
た
め
に
努
力
し
よ
う
と
決
心
し

た
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

人
は
置
か
れ
た
境
遇
に
左
右
さ
れ
、
善
く
も
悪
く
も
な

る
も
の
で
す
。 

今
生
だ
け
悟
り
に
至
る
こ
と
は
困
難
で
す
。 

本
仏
釈
尊
の
久
遠
の
時
の
中
で
、
仏
に
成
る
と
望
ん
だ

決
心
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
法
華
信
仰
の
肝
要
で
す
。

そ
れ
が
法
身
の
授
記
の
十
二
番
目
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

   

皆
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提 

 
 

「
仏
に
成
る
と
決
心
し
た
」 

 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

  

か
い
ほ
つ 

あ
の
く 

た 

ら 

さ
ん
み
ゃ
く
さ
ん
ぼ
だ
い 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳 

2 月   日   

 友引 張   

旧 1 月 14 日   

火曜    11  
お
釈
迦
さ
ま
が｢

久
遠
の
寿
命｣

と｢

法
身
の
授
記｣

に

つ
い
て
説
か
れ
た
と
き
、
お
釈
迦
さ
ま
と
多
宝
如
来
と

十
方
か
ら
来
集
し
た
諸
仏
、
そ
し
て
聴
衆
の
菩
薩
や
修

行
者
や
信
者
た
ち
の
上
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
華
が
降
り

注
い
で
き
ま
し
た
。 

天
上
界
の
人
々
が
感
謝
の
華
を
降
ら
せ
た
の
で
す
。 

凡
夫
の
上
に
も
花
が
降
っ
た
の
は
、
い
つ
か
仏
に
成
る

ま
で
歩
み
を
止
め
ず
修
行
を
続
け
る
よ
う
に
と
激
励

の
意
味
も
あ
る
の
で
す
。 

   

雨
曼
陀
羅
華 

魔
訶
曼
陀
羅
華 

 

「
天
か
ら
華
が
降
り
注
ぐ
」 

 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

  

う 

ま
ん 

だ 

ら 

け 
 

 

ま 

か 

ま
ん 

だ 

ら 

け 

建国記念日    



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

2 月   日   

 先負 翼    

旧 1 月 15 日   

水曜    12  
華
や
香
が
降
り
注
ぐ
な
ど
の
瑞
相
の
後
に
、
一
切
衆
生
も

久
遠
の
い
の
ち
を
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
た

と
弥
勒
菩
薩
が
偈
文
で
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

偈
文
の
内
容
は｢

分
別
功
徳
品
」
前
半
に
お
釈
迦
さ
ま
が

説
か
れ
た
こ
と
の
繰
り
返
し
で
す
が
、
弥
勒
菩
薩
が
自
身

の
言
葉
で
領
解
を
宣
言
し
た
こ
と
が
重
要
で
す
。 

弥
勒
菩
薩
の
領
解
に
倣
い
、
私
た
ち
も
お
釈
迦
さ
ま
の
教

え
を
自
分
の
身
に
引
き
比
べ
て
、
そ
の
功
徳
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
と
修
行
に
励
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

  

  

弥
勒
の
領
解 

「
教
え
を
自
分
の
身
に
引
き
比
べ
修
行
す
る
」 

 
 

 
 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

  

み 
 

 

ろ
く 

 
 

 
 

 
 

り
ょ
う 

げ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

2 月   日   

 仏滅 軫    

旧 1 月 16 日   

木曜    13  
法
華
経
を
実
践
し
弘
め
て
い
く
功
徳
を
、
お
釈
迦
さ
ま

在
世
の
弟
子
た
ち
の
四
つ
の
体
得
段
階｢

四
信｣

と
、
滅

後
の
五
種
の
修
行｢

五
品｣

に
分
け
て
説
か
れ
い
ま
す
。 

｢

分
別
功
徳
品｣

と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、
久
遠
の
お

釈
迦
さ
ま
の
教
え
を
信
じ
る
者
の
功
徳
が
、
そ
の
人
の

信
心
の
浅
深
や
力
に
応
じ
て
説
か
れ
て
い
き
ま
す
。 

日
蓮
聖
人
は
四
信
の
初
信
「
一
念
信
解
」
と
五
品
の
初
品

「
随
喜
品
」
を
末
法
に
お
け
る
法
華
経
信
仰
の
在
り
方

で
あ
る
と
し
て
「
以
信
代
慧
」
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

  

四
信
五
品 

「
法
華
経
を
実
践
し
弘
め
て
い
く
功
徳
を
分
別
」 

 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

  

し 
 

 

し
ん 

 
 

ご 
 

 

ほ
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

2 月   日   

 大安 角 

旧 1 月 17 日   

金曜    14  
四
信
五
品
、「
現
在
の
四
信
」
の
一
つ
目
。 

本
仏
の
寿
命
が
久
遠
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
を
信
じ
る
私
た

ち
も
や
が
て
は
仏
に
成
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

自
分
が
仏
さ
ま
の
お
力
の
中
に
包
み
込
ま
れ
て
い
る
と
、

わ
ず
か
一
念
の
間
に
も
信
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の

功
徳
は
量
り
知
れ
な
い
も
の
だ
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
の
一
生
は
数
十
年
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
す
が
、
本

仏
の
寿
命
が
久
遠
だ
と
信
じ
切
れ
た
な
ら
、
仏
さ
ま
と
と

も
に
久
遠
の
時
を
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

  

一
念
信
解 

「
一
念
で
も
信
じ
る
功
徳
は
量
り
知
れ
な
い
」 

 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

  

い
ち 

 
 

ね
ん 

 

し
ん 
 

 

げ 



不変山 永寿院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

八
生
当
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
復
有
四
四
天
下
。
微
塵
数
菩
薩
摩
訶
薩
四
生
当
得
。

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
復
有
三
四
天
下
。
微
塵
数
菩
薩
摩
訶
薩
。
三
生
当
得
。
阿
耨
多

羅
三
藐
三
菩
提
。
復
有
二
四
天
下
。
微
塵
数
菩
薩
摩
訶
薩
。
二
生
当
得
。
阿
耨
多
羅
三
藐

三
菩
提
。
復
有
一
四
天
下
。
微
塵
数
菩
薩
摩
訶
薩
。
一
生
当
得
。
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

提
。
復
有
八
世
界
。
微
塵
数
衆
生
。
皆
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
。 

 
 

〈
略
〉 

爾
時
弥
勒
菩
薩
。
従
座
而
起
。
偏
袒
右
肩
。
合
掌
向
仏
。
而
説
偈
言 

〈
略
〉 

爾
時
仏
告
。
弥
勒
菩
薩
摩
訶
薩
。
阿
逸
多
。
其
有
衆
生
。
聞
仏
寿
命
。
長
遠
如
是
。
乃
至

能
生
。
一
念
信
解
。
所
得
功
徳
。
無
有
限
量
。
若
有
善
男
子
。
善
女
人
。
為
阿
耨
多
羅
三

藐
三
菩
提
故
。
於
八
十
万
億
。
那
由
佗
劫
。
行
五
波
羅
蜜
。
檀
波
羅
蜜
。
尸
羅
波
羅
蜜
。

侠
提
波
羅
蜜
。
毘
梨
耶
波
羅
蜜
。
禅
波
羅
蜜
。
除
般
若
波
羅
蜜
。
以
是
功
徳
。
比
前
功

徳
。
百
分
千
分
。
百
千 

万
億
分
。
不
及
其
一
。
乃
至
算
数
譬
諭
。
所
不
能
知
。 

若
善
男
子
。
有
如
是
功
徳
。
於
阿
耨
多
羅
三
藐
三 

菩
提
退
者
。
無
有
是
処
。
爾
時
世
尊
。
欲
重
宣
此
義
。 

而
説
偈
言 

法華経 日めくり 令和 7 年（2025）2 月② 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢

五
波
羅
蜜｣

と
は
、
六
波
羅
蜜
の
う
ち
五
つ
の
修
行
。 

①
檀
波
羅
蜜…

檀
那
の
訳
、
布
施
の
意 

②
尸
羅
波
羅
蜜…

清
涼
の
訳
、
持
戒
の
意 

③
羼
提
波
羅
蜜…

忍
辱
の
意
、
腹
を
立
て
な
い
こ
と 

④
毘
梨
耶
波
羅
蜜…

精
進
の
意
、
一
心
に
励
む
こ
と 

⑤
禅
波
羅
蜜…
禅
定
の
意
、
心
を
鎮
め
る
こ
と 

五
波
羅
蜜
の
修
行
に
よ
り
般
若
波
羅
蜜(

仏
の
智
慧)

を

得
る
功
徳
よ
り
、｢
一
念
信
解｣

の
功
徳
の
方
が
勝
る
こ

と
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

く 
 

よ
う 

む 

り
ょ
う
ひ
ゃ
く 

せ
ん 

し
ょ 

ぶ
つ 

 
 

 

く
ょ
う 

 

せ
つ 

 

べ
ん 

 
 

ざ
い 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

2 月   日   

 赤口  亢

張 
旧 1 月 18 日   

土曜    15  
  

行
五
波
羅
蜜 

「
六
波
羅
蜜
の
う
ち
五
つ
の
修
行
」 

 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

  

 釈尊涅槃会    

ぎ
ょ
う 

 

ご 
 

 
 

は 
 

 

ら 
 

 
 

み
つ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

2 月   日   

 先勝 氐 

旧 1 月 19 日   

日曜    16  
四
信
五
品
、「
現
在
の
四
信
」
の
二
つ
目
。 

本
仏
の
寿
命
が
久
遠
で
あ
る
と
聞
き
、
そ
れ
を
信
じ
る
私

た
ち
も
や
が
て
仏
に
成
れ
る
と
い
う
趣
旨
が
解
か
る
と
、

そ
の
功
徳
は
量
り
知
れ
な
い
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

ど
ん
な
こ
と
で
も
、
実
際
に
や
っ
て
み
て
初
め
て
解
か
る

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

同
じ
よ
う
に
、
仏
さ
ま
の
教
え
を
学
び
、
人
々
を
救
う
た

め
に
力
を
尽
く
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
教
え
の
趣
旨
が
解

か
っ
て
く
る
の
で
す
。 

 

  

略
解
言
趣 

「
菩
薩
道
を
歩
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
仏
の
教
え
が
解
か
る
」 

  
渇
仰
を
生
ぜ
し
む
」 

 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

  

り
ゃ
く 

 

げ 
 

 
 

ご
ん 
 

し
ゅ 

 宗祖降誕会    



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

2 月   日   

友引 房 

旧 1 月 20 日   

月曜    17  
四
信
五
品
、「
現
在
の
四
信
」
の
三
つ
目
。 

本
仏
の
寿
命
が
久
遠
で
あ
る
と
聞
い
て
、
そ
れ
を
信
じ

る
私
た
ち
も
や
が
て
は
仏
に
成
れ
る
と
い
う
こ
と
が
解

か
り
感
謝
の
思
い
が
膨
ら
む
と
、
仏
さ
ま
に
供
養
せ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
心
持
ち
に
な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。 

広
く
人
に
説
き
、
経
典
を
書
写
し
、
花
や
お
香
を
供
え
る

な
ど
、
有
難
い
と
い
う
気
持
ち
を
表
す
た
め
の
供
養
す

る
人
の
功
徳
は
量
り
知
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
仏
さ
ま

の
智
慧
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

   

広
為
他
説 

「
感
謝
の
気
持
ち
で
広
く
教
え
を
説
く
功
徳
」 

 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

  

こ
う 

 
 

い 
 

 

た 
 

 

せ
つ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

2 月   日   

 先負 心    

旧 1 月 20 日   

火曜    18  
四
信
五
品
、「
現
在
の
四
信
」
の
四
つ
目
。 

本
仏
の
寿
命
が
久
遠
で
あ
る
と
聞
い
て
、
深
く
信
じ
理

解
す
る
者
は
、
お
釈
迦
さ
ま
が
娑
婆
世
界
で
常
に
教
え

を
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
と
説
か
れ
ま
す
。 

｢

観
成｣
の｢
観｣

と
は
考
え
方
の
こ
と
で
、
自
分
で
深
く

考
え
た
り
、
人
に
説
い
て
い
く
う
ち
に
、
仏
さ
ま
は
ど
う

考
え
る
の
か
、
そ
し
て
自
分
に
足
り
な
い
も
の
は
何
か

と
い
う｢

観｣

を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
気
づ

き
、
信
仰
が
深
ま
っ
て
い
く
の
で
す
。 

  

深
心
観
成 

「
深
く
信
じ
理
解
す
る
者
は
仏
の
常
住
を
知
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

 

じ
ん 

 
 

し
ん 

 

か
ん 

 

じ
ょ
う 

雨水   



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

2 月   日   

 仏滅 尾    

旧 1 月 22 日   

水曜    19  
四
信
五
品
、「
滅
後
の
五
品
」
の
一
つ
目
。 

お
釈
迦
さ
ま
滅
後
の
私
た
ち
の
修
行
の
第
一
段
階
は
、

経
典
や
仏
教
書
に
触
れ
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
で
す
。 

お
寺
を
参
拝
す
る
と
気
持
ち
が
よ
い
と
か
、
仏
教
書
を

興
味
深
く
読
む
な
ど
仏
道
の
入
口
に
立
つ
こ
と
で
す
。 

開
経
偈
に
「
無
上
甚
深
無
上
甚
深
微
妙
の
法
は
百
千
万

劫
に
も
遭
い
奉
る
こ
と
難
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
仏
教
に

縁
遠
い
生
活
を
し
て
い
る
人
が
法
華
経
に
出
会
う
と
い

う
こ
と
は
極
め
て
稀
で
有
難
い
こ
と
な
の
で
す
。 

  

初
随
喜
品 

「
仏
の
教
え
に
悦
び
を
感
じ
る
」 

 
 

 

我
が
浄
土
は
毀
れ
ざ
る
に 

而
も
衆
は
焼
け
尽
き
て 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

  

し
ょ 

 

ず
い 

 
 

き 
 

 

ほ
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳 

2 月   日   

 大安 箕 

旧 1 月 23 日   

木曜    20  
四
信
五
品
、「
滅
後
の
五
品
」
の
第
二
段
階
。 

仏
さ
ま
の
教
え
に
触
れ
喜
び
を
感
じ
た
次
の
段
階
は
、

一
心
に
法
華
経
を
読
む
こ
と
で
す
。 

喜
び
を
感
じ
て
法
華
経
を
読
む
と
、
心
に
深
く
信
じ
て

読
む
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
教
え
を
実
践
し
よ
う

と
努
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

法
華
経
を
心
に
読
み
、
身
に
読
む
と
い
う
こ
と
は
、
お
釈

迦
さ
ま
の
在
世
に
堂
塔
を
建
て
、
香
華
や
音
楽
を
供
養

す
る
よ
り
大
き
な
功
徳
が
あ
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

  

読
誦
品 

「
一
心
に
経
典
を
読
む
」 

 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

  

ど
く 

 

じ
ゅ 

 

ほ
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四
信
五
品
、「
滅
後
の
五
品
」
の
第
三
段
階
。 

喜
び
を
感
じ
て
法
華
経
を
読
む
と
、
そ
こ
に
説
か
れ
て
い

る
こ
と
が
身
に
付
い
て
き
ま
す
。 

そ
し
て
読
む
た
び
に
有
難
さ
が
深
ま
り
、
他
者
に
説
く
際

に
も
そ
の
有
難
さ
が
伝
わ
り
ま
す
。 

お
釈
迦
さ
ま
の
滅
後
、
世
が
険
悪
に
な
り
人
心
が
荒
れ
た

時
代
に
、
法
華
経
を
弘
め
信
心
を
勧
め
る
功
徳
は
、
お
釈

迦
さ
ま
の
在
世
に
、
僧
坊
を
建
て
多
く
の
僧
に
衣
服
飲
食

等
の
供
養
を
す
る
よ
り
大
き
い
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

み
ょ
う
が
っ
て
ん 

じ 
 

 
 

ふ 

こ
う 

て
ん 

じ 
 

 
 

ほ
う
こ
う 

て
ん 

じ 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

2 月   日   

 赤口 斗 

旧 1 月 24 日   

金曜    21  
  

説
法
品 

「
法
華
経
を
説
く
」 

 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

  

せ
っ 

 
 

ぽ
う 

 

ほ
ん 



不変山 永寿院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法華経 日めくり 令和 7 年（2025）２月③ 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

行
五
波
羅
蜜
。
檀
波
羅
蜜
。
尸
羅
波
羅
蜜
。
侠
提
波
羅
蜜
。
毘
梨
耶
波
羅
蜜
。
禅
波
羅 

 
 

〈
略
〉 

又
阿
逸
多
。
若
有
聞
仏
。
寿
命
長
遠
。
解
其
言
趣
。
是
人
所
得
功
徳
。
無
有
限
量
。
能
起

如
来
。
無
上
之
慧
。
何
況
広
聞
是
経
。
若
教
人
聞
。
若
自
持
。
若
教
人
持
。
若
自
書
。 

 
 

〈
略
〉 

能
生
一
切
種
智
。
阿
逸
多
。
若
善
男
子
。
善
女
人
。
聞
我
説
寿
命
長
遠
。
深
心
信
解
。 

 
 

〈
略
〉 

若
聞
是
経
。
而
不
毀
悦
。
起
随
喜
心
。
当
知
已
為
。
深
信
解
相
。
何
況
読
誦
。
受
持
之 

 
 

〈
略
〉 

是
善
男
子
。
善
女
人
。
受
持
読
誦
。
是
経
典
者
。
為
已
起
塔
。
造
立
僧
坊
。
供
養
衆
僧
。 

 
 

〈
略
〉 

阿
逸
多
。
若
我
滅
後
。
聞
是
経
典
。
有
能
受
持
。
若
自
書
。
若
教
人
書
。
則
為
起
立
僧 

坊
。
以
赤
栴
檀
。
作
諸
殿
堂
。
三
十
有
二
。
高
八
多
羅 

樹
。
高
広
厳
好
。
百
千
比
丘
。
於
其
中
止
。
園
林
浴
池
。 

経
行
禅
窟
。
衣
服
飲
食
。
牀
蓐
湯
薬
。
一
切
楽
具
。
充 

満
其
中
。
如
是
僧
坊
。
堂
閣
若
干
。
百
千
万
億
。
其
数 

無
量
。
以
此
現
前
。
供
養
於
我
。
及
比
丘
僧
。
是
故
我 

説
。
如
来
滅
後
。
若
有
受
持
読
誦
。
為
佗
人
説
。
若
自 

書
。
若
教
人
書
。
供
養
経
巻
。
不
須
復
起
塔
寺
。
及
造 

僧
坊
。
供
養
衆
僧
。 

 
 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

2 月   日   

  先勝 女 

旧 1 月 25 日   

土曜    22  
四
信
五
品
、「
滅
後
の
五
品
」
の
第
四
段
階
。 

｢

六
度｣

と
は
六
波
羅
蜜(

布
施
・
持
戒
・
忍
辱
・
精
進
・

禅
定
・
智
慧)

の
菩
薩
行
の
こ
と
で
す
。 

法
華
経
を
弘
め
る
こ
と
に
力
を
尽
く
し
、
さ
ら
に
六
波

羅
蜜
の
修
行
を
す
る
者
は
、
大
空
が
東
西
南
北
上
下
す

べ
て
の
方
向
に
際
限
が
な
い
よ
う
に
、
量
り
知
れ
な
い

ほ
ど
の
仏
さ
ま
の
智
慧
を
得
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

法
華
経
を
信
じ
、
学
び
、
伝
え
、
菩
薩
行
を
積
む
と
い
う

道
を
ま
っ
す
ぐ
に
進
む
こ
と
が
肝
要
で
す
。 

  

六
度
品 

「
菩
薩
行
を
積
む
」 

 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

  

ろ
く 

 
 

ど 
 

 

ほ
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

2 月   日   

   友引 虚    

旧 1 月 26 日   

日曜    23  
四
信
五
品
、「
滅
後
の
五
品
」
の
第
五
段
階
。 

自
身
で
六
波
羅
蜜
の
修
行
を
積
み
な
が
ら
、
実
際
に
他

者
に
法
華
経
を
説
く
法
施
、
塔
や
僧
坊
を
建
て
る
財
施
、 

さ
ら
に
持
戒
・
忍
辱
・
精
進
・
禅
定
の
実
践
を
積
み
、
仏

さ
ま
の
智
慧
に
近
づ
い
た
者
は
、
お
釈
迦
さ
ま
と
共
に

道
場
に
い
る
の
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

｢

滅
後
の
五
品｣
は
、
物
事
の
順
序
と
軽
重
を
わ
き
ま
え

て
修
行
の
段
階
を
踏
ん
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
示
し

て
い
ま
す
。 

  

正
行
六
度
品 

「
六
波
羅
蜜
を
実
践
す
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

  

し
ょ
う 

ぎ
ょ
う 

 
 

ろ
く 

 

ど 
 

 

ほ
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

2 月   日   

  先負 危    

旧 1 月 27 日   

月曜    24  
お
釈
迦
さ
ま
が
滅
度
し
た
後
、
舎
利
を
納
め
た
塔
を
起

て
、
宝
物
・
香
華
・
音
楽
な
ど
を
供
え
ま
す
。 

塔
を
起
て
る
の
は
、
亡
き
人
の
徳
を
讃
え
、
そ
の
恩
に
奉

ず
る
心
を
表
す
た
め
で
す
。 

人
目
に
つ
く
よ
う
に
高
い
塔
を
起
て
、
鈴
を
懸
け
そ
の

音
を
広
く
伝
え
、
燈
火
で
常
に
周
囲
を
照
ら
し
ま
す
。 

お
釈
迦
さ
ま
の
滅
後
の
末
法
の
時
代
に
法
華
経
を
受
持

し
弘
め
る
功
徳
は
、
塔
を
起
て
る
よ
り
大
き
い
功
徳
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

   

以
舎
利
起
塔 

「
舎
利
を
納
め
た
塔
を
起
て
る
功
徳
」 

 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

  

い 
 

 

し
ゃ 

 
 

り 
 

 
 

き 
 

 

と
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

2 月   日   

  仏滅 室   

旧 1 月 28 日   

火曜    25  
末
法
に
法
華
経
を
受
持
し
弘
め
る
功
徳
が
分
別
功
徳
品

に
は
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

正
し
い
教
え
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
末
法
思
想

に
対
し
て
、
日
蓮
聖
人
は
末
法
の
唯
一
の
教
え
と
し
て

法
華
経
が
残
る
と
主
張
さ
れ
ま
し
た
。 

｢

悪
世
末
法
の
時
」
と
は
、
法
華
経
が
弘
ま
る
時
で
あ
り
、

法
華
経
の
行
者
が
出
現
し
、
同
時
に
法
華
経
の
行
者
に

迫
害
を
加
え
者
が
出
現
す
る
と
、
こ
の
文
が
『
開
目
抄
』

『
観
心
本
尊
抄
』
等
に
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

悪
世
末
法
時 

「
悪
世
末
法
の
時
」 

 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

  

あ
く 

 
 

せ 
 

 

ま
っ 
 

ぽ
う 

 
 

じ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

2 月   日   

  大安 壁    

旧 1 月 29 日   

水曜    26  
｢

須
曼｣

と
は
、｢

称
意
華(

意(

こ
こ
ろ)

に
称(

か
な)

う
華)｣

と
訳

さ
れ
、
心
か
ら
美
し
い
と
思
う
花
と
い
う
意
味
で
す
。 

｢
瞻
蔔｣

と
は
、｢

香
華
樹｣

と
訳
さ
れ
、
芳
し
い
香
の
す
る

ク
チ
ナ
シ
の
こ
と
で
す
。 

｢

阿
提
目
多
伽｣

は｢

善
思
華｣

と
訳
さ
れ
、
神
々
が
降
ら

す
天
華
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
美
し
い
花
か
ら
香
油
を
つ
く
り
燈
火
を
と
も

し
法
華
経
に
供
養
す
る
な
ら
ば
、
量
り
知
れ
な
い
功
徳

を
得
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

   

以
須
曼
瞻
蔔 

阿
提
目
多
伽 

 

「
美
し
い
花
か
ら
香
油
を
つ
く
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

  

い 

し
ゅ 

ま
ん 

せ
ん 

ぼ
く 

 
 

あ 
 

だ
い 

も
く 

た 

か 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仏
さ
ま
の
教
え
に
疑
問
を
持
っ
た
者
が
い
か
な
る
議
論

を
仕
掛
け
て
き
て
も
、
瞋
る
こ
と
な
く
相
手
の
意
を
汲

ん
で
丁
寧
に
説
き
明
か
す
。 

そ
れ
が｢
随
順
に
解
説
す
る｣

と
い
う
こ
と
で
す
。 

相
手
の
置
か
れ
た
境
遇
を
慮
り
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
疑

問
を
抱
い
た
の
か
を
解
き
ほ
ぐ
す
よ
う
に
聞
い
て
、
相

手
が
自
ら
答
え
に
行
き
つ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
導

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
仏
さ
ま
に
近
づ
い
て
い
る
と
い

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

き
ん 

な 

ら 

け
ん 

だ
つ
ば 

 

あ 

し
ゅ 

ら 
 

か 

る 

ら 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

2 月   日   

  赤口 奎    

旧 1 月 30 日   

木曜    27  
  

有
問
難
不
瞋 

随
順
為
解
説 

 

「
難
問
に
も
瞋
ら
ず
、
随
順
に
解
説
す
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

  

う 

も
ん 

 

な
ん 

ふ 

し
ん 

 
 

ず
い
じ
ゅ
ん 

い 
 

げ 

せ
つ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

2 月   日   

  友引 奎    

旧２月 1 日   

金曜    28  
仏
子
と
は
仏
さ
ま
の
真
実
の
弟
子
で
す
。 

法
華
経
を
何
百
遍
読
ん
で
も
、
邪
な
心
や
欲
望
を
抱
き

な
が
ら
読
ん
で
い
る
な
ら
仏
子
と
は
い
え
ま
せ
ん
。 

仏
さ
ま
の
心
持
ち
の
ま
ま
教
え
を
説
く
人
が
仏
子
で
あ

り
、
仏
子
が
い
る
と
こ
ろ
に
仏
さ
ま
も
共
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
そ
の
場
所
は
清
浄
な
仏
国
土
と
な
る
の
で
す
。 

互
い
に
仏
子
と
な
り
、
仏
さ
ま
が
常
住
し
て
い
る
と
感

じ
な
が
ら
過
ご
す
の
が
真
の
信
仰
生
活
で
す
。 

  

仏
子
住
此
地 

則
是
仏
受
用 

常
在
於
其
中 

経
行
若
坐
臥 

「
仏
子
が
住
む
地
に
は
仏
が
常
住
す
る
仏
国
土
で
あ
る
」 

  

妙
法
蓮
華
経
如
来
寿
量
品
第
十
六 

  

ぶ
っ
し 

じ
ゅ
う
し 

じ 
 

 

そ
く 

ぜ 

ぶ
つ
じ
ゅ
ゆ
う 

じ
ょ
う
ざ
い
お 

ご
ち
ゅ
う 

 

き
ょ
う
ぎ
ょ
う
に
ゃ
く
ざ
が 



不変山 永寿院 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法華経 日めくり 令和 7 年（2025）２月④ 

妙
法
蓮
華
経
分
別
功
徳
品
第
十
七 

況
復
有
人
。
能
持
是
経
。
兼
行
布
施
。
持
戒
。
忍
辱
。
精
進
。
一
心
。
智
慧
。
其
徳
最
勝
。
無
量

無
辺
。
譬
如
虚
空
。
東
西
南
北
。
四
維
上
下
。
無
量
無
辺
。
是
人
功
徳
。
亦
復
如
是
。
無
量
無
辺
。

疾
至
一
切
種
智
。
若
人
読
誦
。
受
持
是
経
。
為
佗
人
説
。
若
自
書
。
若
教
人
書
。
復
能
起
塔
。
及 

〈
略
〉 

以
舎
利
起
塔 

七
宝
而
荘
厳 

表
刹
甚
高
広 

漸
小
至
梵
天 

宝
鈴
千
万
億 

風
動
出
妙
音 

又
於
無
量
劫 

而
供
養
此
塔 
華
香
諸
瓔
珞 

天
衣
衆
伎
楽 

然
香
油
蘇
燈 

周
帀
常
照
明 

悪
世
末
法
時 

能
持
是
経
者 
則
為
已
如
上 

具
足
諸
供
養 

若
能
持
此
経 

則
如
佛
現
在 

 
 

〈
略
〉 

若
復
教
人
書 

及
供
養
経
巻 

散
華
香
抹
香 
以
須
曼
瞻
蔔 

阿
提
目
多
伽 

薫
油
常
然
之 

 
 

〈
略
〉 

有
問
難
不
瞋 

随
順
為
解
説 

若
能
行
是
行 

功
徳
不
可
量 

若
見
此
法
師 

成
就
如
是
徳 

〈
略
〉 

佛
子
住
此
地 

則
是
佛
受
用 

常
在
於
其
中 

経
行
若
坐
臥 


